
自
ら
調
査
に
も
あ
た
っ
た
、
中
学
生

の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
事
件
な
ど
を

例
に
と
り
な
が
ら
、
「
い
じ
め
た
本

人
も
両
親
も
、
遊
び
だ
と
思
っ
て

た
。
自
覚
が
な
い
か
ら
反
省
も
で
き

な
い
。
相
手
の
痛
み
を
感
じ
る
感
性

の
問
題
な
ん
で
す
」
と
、
言
葉
に
力

を
込
め
ま
す
。

で
は
、
そ
の
感
性
を
養
う
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
尾

木
さ
ん
は
坂
本
中
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
Ｋ
Ｋ
Ｓ(

く
つ
の
か
か
と
を
そ

ろ
え
よ
う)

」
運
動
を
引
き
合
い
に

出
し
ま
し
た
。
「
靴
を
そ
ろ
え
る
。

そ
ん
な
普
段
の
小
さ
な
仕
草
が
相
手

と
の
心
を
通
わ
せ
る
文
化
に
な
り
、

そ
の
人
の
人
柄
に
な
り
ま
す
。
そ
の

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
け
ば
、
努
力

し
な
く
て
も
い
じ
め
は
な
く
な
り
ま

す
。
心
を
耕
す
た
め
に
は
日
ご
ろ
の

小
さ
な
心
が
け
が
大
事
な
ん
で
す
」

こ
の
日
の
授
業
は
生
徒
た
ち
の
心

に
も
し
っ
か
り
残
っ
た
よ
う
で
す
。

（
今
村
修
）

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
時
の

１
年
生
が
上
級
生
に
心
無
い
一
言
を

言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

１
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
全
校

に
広
が
り
、
「
い
じ
め
ゼ
ロ
！
一
人

一
人
を
ク
リ
ー
ン
な
心
に
し
よ
う

！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
定
例
会

議
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
Ｉ
Ｂ
Ｉ
新
聞

発
行
、
Ｉ
Ｂ
Ｉ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
つ
い
に
生
徒
会
の
正
式

な
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
。

尾
木
さ
ん
は
、
授
業
の
た
め
に
事

前
に
生
徒
た
ち
に
い
じ
め
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
「
Ｉ

Ｂ
Ｉ
を
応
援
す
る
子
は
結
構
い
る
け

ど
、
実
際
に
活
動
し
て
る
人
は
意
外

に
少
な
い
ね
」
「
否
定
的
な
少
数
意

見
も
あ
る
け
ど
、
そ
れ
は
な
ぜ
？
っ

て
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
な
の

よ
」
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
か
ら
話

は
だ
ん
だ
ん
い
じ
め
の
核
心
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
「
一
番
深
刻
な
の
は

ね
ぇ
、
無
自
覚
な
い
じ
め
な
の
」
。

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
本
の
作
者

(

オ
ー
サ
ー)

が
、
学
校
を
訪
問(

ビ

ジ
ッ
ト)

し
て
、
と
っ
て
お
き
の
特

別
授
業
を
す
る
「
ベ
ル
マ
ー
ク
版
オ

ー
サ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」
が
12
月
17

日
、
茨
城
県
日
立
市
の
市
立
坂
本
中

学
校(

澤
畠
明
校
長
、
２
３
８
人)

で

開
か
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
「
尾
木
マ
マ
」
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
テ
レ
ビ
で
も
お
な

じ
み
の
教
育
評
論
家
・
尾
木
直
樹
さ

ん
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
お
ネ
エ
言

葉
で
、
体
育
館
に
集
ま
っ
た
全
校
生

徒
の
緊
張
感
を
一
気
に
解
き
ほ
ぐ
し

ま
す
。
お
話
は
、
い
じ
め
の
問
題
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

と
の
付
き
合
い
方
、
思
春
期
の
大
切

さ
、
さ
ら
に
は
テ
レ
ビ
・
芸
能
界
の

裏
話
ま
で
縦
横
無
尽
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

々
１
２
０
人
も
詰
め
か
け
た
体
育
館

は
、
笑
い
声
と
、
真
剣
な
眼
差
し
、

う
な
ず
く
顔
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

坂
本
中
は
４
年
前
か
ら
「
Ｉ
Ｂ
Ｉ

(

い
じ
め
撲
滅
委
員
会)

」
と
い
う
活

ほ
う
き
に
乗
っ
て
空
を
飛
べ
る
「
よ

う
子
」
（
妖
精
の
子
ど
も
の
意
）
な

ど
で
す
。

奇
抜
な
名
前
や
特
徴
、
出
会
い
の

様
子
、
ペ
ッ
ト
と
話
し
た
こ
と
な
ど

が
次
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

90
分
の
授
業
は
あ
っ
と
い
う
間
。

時
間
が
あ
れ
ば
、
回
答
を
つ
な
げ
て

小
さ
な
物
語
を
書
い
て
も
ら
う
予
定

で
し
た
が
、
児
童
た
ち
の
頭
の
中
に

は
、
素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

特
別
授
業
を
し
て
も
ら
う
た
め
に

熱
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
っ
て
応
募

し
た
三
浦
雄
一
郎
君
と
奈
良
田
悠
喜

君
は
、
あ
さ
の
さ
ん
の
作
品
の
愛
読

者
で
す
。
「
自
分
た
ち
の
発
想
を
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
想
像

力
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
先
生
。
と

て
も
楽
し
い
授
業
で
し
た
。
よ
り
一

層
、
あ
さ
の
先
生
の
フ
ァ
ン
に
な
り

ま
し
た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

（
峰
正
明
）

魚
に
な
っ
た
馬
、
カ
ラ
フ
ル
な
甲
羅

を
し
た
亀
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
生
き

物
を
描
き
ま
し
た
。

あ
さ
の
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ッ
ト
の
▽
名
前
▽
長
さ
（
大
き
さ
）

▽
特
徴
▽
食
べ
物
を
尋
ね
、
児
童
た

ち
が
班
ご
と
に
壇
上
で
発
表
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
▽
ペ
ッ
ト
に
ど
こ
で

出
会
っ
た
か
▽
そ
の
時
に
ど
ん
な
会

話
を
し
た
か
（
人
間
の
言
葉
で
な
く

て
も
い
い
）
と
尋
ね
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に
考
え

て
、
ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
き
ま
し

た
。そ

れ
は
…
…
思
っ
た
こ
と
を
言
葉

に
し
て
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
猫

の
「
た
ま
ち
ゃ
ん
」
、
そ
の
人
の
体

調
に
合
わ
せ
て
イ
ス
や
ベ
ッ
ド
な
ど

に
な
る
「
れ
い
君
」
（
ゆ
う
れ
い
の

略
）
、
困
っ
た
時
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
る
筋
肉
マ
ン
の
よ
う
な
人
間
「
エ

ド
ワ
ー
ド
」
、
災
害
時
に
活
躍
で
き

る
羽
根
の
つ
い
た
屈
強
な
キ
ャ
タ
ピ

ラ
ー
「
ウ
ィ
ン
グ
・
ザ
・
ガ
ピ
ー｣



「
ベ
ル
マ
ー
ク
版
オ
ー
サ
ー
・
ビ

ジ
ッ
ト
」
で
10
月
26
日
、
愛
知
県
豊

橋
市
の
市
立
旭
小
学
校
（
鳥
居
孝
三

校
長
、
１
６
４
人
）
に
訪
れ
た
の

は
、
青
春
野
球
小
説
「
バ
ッ
テ
リ

ー
」
な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
作
家

の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
で
す
。
臨
時

教
諭
の
経
験
も
あ
る
あ
さ
の
さ
ん

は
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
児
童
た
ち

に
語
り
か
け
、
想
像
力
を
引
き
出
す

手
法
で
物
語
を
つ
く
る
基
本
を
教
え

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

て
取
り
組
み
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
絶

え
な
い
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
授
業
を
受
け
た
の
は
６
年
の

25
人
で
す
。
あ
さ
の
さ
ん
か
ら
事
前

に
「
わ
た
し
の
ペ
ッ
ト
」
と
い
う
宿

題
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

ペ
ッ
ト
が
い
た
ら
い
い
な
と
、
架
空

の
生
き
物
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
色
紙
に
色

鉛
筆
で
描
き
、
特
別
授
業
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
羽
根
の
生
え
た
猫

や
水
か
き
の
あ
る
犬
、
下
半
身
が
人 同

小
は
１
８
７
３
（
明
治

６
）
年
の
創
立
で
す
。
児
童

数
は
伊
勢
地
方
で
最
多
で

す
。
１
９
７
３
（
昭
和
48
）

年
に
完
成
し
た
校
舎
は
廊
下

が
長
い
の
が
特
徴
で
、
直
線

で
１
３
５
メ
ー
ト
ル
も
あ
り

ま
す
。
実
際
に
は
走
り
ま
せ

ん
が
、
「
廊
下
で
百
メ
ー
ト

ル
走
が
で
き
る
」
と
評
判
で

す
。

（
峰
正
明
）

年
度
委
員
長
）
の
深
田
一
郎

さ
ん
は
「
一
朝
一
夕
で
達
成

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
少

し
ず
つ
の
努
力
の
積
み
重
ね

が
私
た
ち
の
学
校
の
『
伝

統
』
だ
と
思
い
ま
す
。
古
い

シ
ス
テ
ム
を
か
た
く
な
に
守

っ
て
コ
ピ
ー
し
続
け
る
の
で

は
な
く
、
時
代
に
応
じ
て
運

動
の
や
り
方
を
工
夫
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
す
。

球
台
や
ボ
ー
ル
、
ラ
ジ
カ

セ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
教
育
備
品

を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。

現
委
員
長
は
翌
年
に
は
副

委
員
長
を
務
め
、
経
験
を
生

か
し
て
新
委
員
長
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
教
育
設
備
委
員

会
の
活
動
力
の
強
さ
の｢

源｣

に
な
っ
て
い
ま
す
。

林
さ
ん
と
副
委
員
長
（
前

ー
ク
運
動
の
意
義
と
仕
組
み

を
理
解
し
、
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ベ

ル
マ
ー
ク
運
動
に
対
す
る
保

護
者
の
「
意
識
」
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
は
児

童
の
家
庭
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
協

力
を
仰
い
で
い
ま
す
。
市
役

所
支
所
や
郵
便
局
、
図
書

館
、
福
祉
会
館
、
老
人
ホ
ー

ム
、
ス
ー
パ
ー
店
舗
、
生
協

な
ど
多
く
の
施
設
に
回
収
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
設
置

場
所
に
掲
示
す
る
協
力
呼
び

か
け
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
児
童

の
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
た
ち
が

制
作
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
度

か
ら
校
区
外
の
伊
勢
市
立
伊

勢
図
書
館
に
も
同
小
の
回
収

箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
預
金
で
、
卓

三
重
県
伊
勢
市
の
市
立
小

俣
（
お
ば
た
）
小
学
校
（
森

本
明
宏
校
長
、
７
３
２
人
）

の
ベ
ル
マ
ー
ク
集
票
点
数

が
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）

年
の
運
動
参
加
以
来
の
累
計

で
１
２
０
０
万
点
を
突
破
し

ま
し
た
。
県
内
ト
ッ
プ
で
、

全
国
で
11
番
目
、
小
学
校
に

限
る
と
９
番
目
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
児
童
会
が
両
輪
で
活
動

し
て
お
り
、
地
域
の
人
た
ち

も
支
援
を
続
け
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
ま
し
た
。

ベ
ル
マ
ー
ク
活
動
の
中
心

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
「
教
育
設
備

委
員
会
」
（
林
久
美
子
委
員

長
、
53
人
）
と
、
児
童
会
の

「
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会
」
で

す
。
こ
の
両
者
を
担
当
の
先

生
や
地
域
の
人
た
ち
が
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
ま
す
。

年
度
初
め
に
、
１
年
生
の

全
保
護
者
を
対
象
に
、
奉
仕

活
動
と
し
て
ベ
ル
マ
ー
ク
の

仕
分
け
や
点
数
計
算
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
す
。
ベ
ル
マ

い
ま
す
。
４
は
こ
で
は
、
お

か
し
は
何
こ
に
な
り
ま
す

か
」
。
児
童
が
画
面
に
あ
る

絵
を
指
で
た
ど
り
な
が
ら
解

い
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
写
し

て
、
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
文
字
を

書
き
込
ん
だ
り
、
図
形
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
し

ま
す
。
拡
大
も
で
き
ま
す
。

視
覚
的
に
教
え
ら
れ
る
た

め
、
先
生
の
指
導
力
が
上
が

り
、
児
童
も
意
欲
的
に
な
る

そ
う
で
す
。

５
年
生
の
音
楽
の
授
業
で

は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
回
っ

て
い
ま
し
た
。
担
任
が
ど
う

指
導
し
て
い
る
か
、
学
ん
で

い
る
児
童
の
表
情
は
ど
う
か

…
…
。
授
業
の
実
践
研
究
に

も
使
え
ま
す
。

６
年
生
12
人
は
10
月
、
鎌

倉
・
横
浜
へ
の
修
学
旅
行
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
１
班
６

人
の
２
班
に
そ
れ
ぞ
れ
デ
ジ

カ
メ
を
渡
し
、
思
い
出
づ
く

り
に
役
立
ち
ま
し
た
。

（
小
菅
幸
一
）

市
立
足
尾
小
学
校
（
福
田
宜

男
校
長
、
児
童
50
人
）
を
10

月
19
日
に
訪
ね
ま
し
た
。
ベ

ル
マ
ー
ク
財
団
が
２
０
１
５

年
度
に
学
校
備
品
を
援
助
し

た
へ
き
地
学
校
１
０
０
校
の

う
ち
の
１
校
で
す
。
備
品
は

子
ど
も
た
ち
の
授
業
に
大
活

躍
し
、
福
田
校
長
は
「
た
い

へ
ん
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と

感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
」
「
持
っ
て
い

る
が
ま
だ
足
り
な
い
も
の｣



援
助
し
て
も
ら
う
備
品
を
決

め
る
際
に
考
え
た
こ
と
で

す
。
選
ん
だ
の
が
、
電
子
黒

板
と
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
で
し
た
。

２
年
生
の
算
数
の
授
業
を

見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
受

像
機
に
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い

う
電
子
黒
板
の
部
品
を
付
け

て
い
ま
す
。
「
１
は
こ
に
、

お
か
し
が
６
こ
ず
つ
入
っ
て

こ
ろ
が
足
尾
地
区
で
す
。
合

併
に
よ
っ
て
今
は
日
光
市
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
る

渡
良
瀬
（
わ
た
ら
せ
）
渓

谷
を
群
馬
県
側
か
ら
さ
か
の

ぼ
り
、
栃
木
県
に
入
っ
た
と

――白砂糖が体にあまり良くないという話はかなり
広がっているのですか？

はい。根拠はありませんが、色付きの方が体に良
いという認識をされているようです。上白糖は無色
透明な結晶が光の乱反射により白く見えているもの
なのですが、昭和時代には漂白しているのではない
かという風評が広まりました。誤解のない状態で使
ってほしいと思い、活動しています。

若いお母さんをターゲットにすると同時に、子ど
もたちへの食育にも力をいれており、高校生を対象
とした「ＳＰＯＯＮ ＬＡＢ」という出前教室や、
小学生の「パティシエ選手権」への協賛などを行っ
ています。

料理研究家の
コウケンテツさ
んが講師の親子
クッキング教室
では、親子一緒
に、砂糖の旨み
やコク、焦げ目
など甘さ以外を
楽しみながら知
っていただく機
会にもなってい
ます。また、最
近もイベントで
「砂糖の食べ比べ」を行いました。色や粒の違いで
味も異なるということや、適量を食べればおいしく
て体にも必要なものだということを、体験を通じて
アピールしていければと思います。

被災地でイベント継続

――御社はＣＳＲ活動にも力を入れています。

自分たちの利益だけでなく、環境、社員、取り巻
くものすべてのために活動するという考え方を「Ｓ
ＰＯＯＮ ＨＯＵＳＥ」という家に見立てて活動し
ています。

東日本大震災では、社員が土日にボランティアで
被災地に行き、地元スーパーでお祭りを行うという
イベントを2012年から継続しています。コウケンテ
ツさんもボランティアで参加され、クッキングショ
ーでスープを作って配るなど来場者の方々に楽しん
でもらいました。小さなイベントですが、毎年続け
ていくことが大切だと考えています。

また、東北の味覚が当たる「Ｓｗｅｅｔ Ｓｍｉ
ｌｅ東北」キャンペーンも2011年から行っていま
す。先日、商品を提供して下さっている南相馬市の
お菓子屋さんに当選者リストを届けに行ったとこ
ろ、「やっと５年ですね。あと少しで店舗を震災前
の状態に戻せます」とおっしゃっていました。被災
地の方々は日々向かい合っているのだと思うと言葉
が出ませんでした。

――ベルマーク財団へのご要望やベルマーク運動に
期待することがありましたら、教えてください。

子どもの数が減るなか、集票点数が年５億点を超
えるという話を聞くと、続けていく意義があると感
じます。企業と社会とをつなぐ活動としても定着し
ていると思うので、弊社も継続していきたいです。

長年同じ商品にマークをつけてきましたが、会社
のＣＳＲ活動の大きな核になっているということを
改めて見直し、今後、他の商品につけることも検討
していきたいと考えています。

して実感しました。細かく大変な労力をかけて行う
作業ですが、ベルマークが学校の備品や教材に変わ
り、子どもたちのためになっている、誰かの役に立
てるという達成感があるからこそ50年以上も続いて
きているのだと思います。

「人のために何かしたい」という気持ちは皆持っ

ていますが、震災時など簡単に駆けつけられないＰ
ＴＡにとって、被災地まで届かなくても、こういう
ちょっとした活動が子どもたちのためになるという
のは大切なことです。

――お二人の仕事はどんな内容ですか？

商品の表示変更や、スティックシュガーや角砂糖
などの加工糖の窓口になっています。マーケティン
グ調査をもとに、新商品のもとになる設計やコンセ
プト作り、新商品のプロモーションを行います。

――毎年５、６月に開催するベルマーク運動説明会
もぜひご活用ください。

ベルマーク委員をしている時に、他の委員さんに
行ってもらったことがあります。活動方法のヒント
になるだけでなく、商品情報や協賛会社の加入脱退
など、ベルマーク便りに書きたい内容を知ることが
できる良い機会だと思いました。

スプーン印 強み生かし

――今回、収集箱プレゼントキャンペーンを行って
いますが、ベルマーク委員をされたご経験も今回の
キャンペーンに生かされていますか？

「スプーン印＝ベルマーク」までは繋がっている
ので、それを生かして砂糖のよさをお客様に再認知
していただきたいと考えました。砂糖のヘビーユー
ザーは年齢層の高い女性に多いのですが、現在、市
販のつゆなど複合調味料の売り上げが伸びており、
砂糖へのネガティブな声もあるため、砂糖そのもの
を使用し和食を作るという認識が若いお母さん方に
薄れてしまうのではと危機感を抱きました。

そこで幼稚園や小学生の子どもを持ち、子どもた
ちの健康を考えてご飯を作る世代にアプローチした
いと思った時に、ベルマークは有効なツールになっ
てくれると考えました。収集箱という目に触れるも
のを学校においてもらえたら、子どもたちに対して
もビジュアル面でアピールでき、砂糖への理解を深
めるスタート地点になるのではと思います。

また、社内でもそのような意義深い活動に参加し
ているという意識をもう一度持てるように、まず第
一歩としてこの収集箱で感触を見たいと思います。

今回、ベルマーク財団に相談した時から、他社の
活動や募集方法、チラシの配布についてのアドバイ
スをいただき助かりました。スプーン印のパッケー
ジを前面に出しているので、申し込みがくるかどう
か心配でしたが、「かわいいから申し込みました」
というコメントもいただき、安心しています。

ベルマーク運動の協賛会社へのインタビューシリ
ーズ「私の会社とベルマーク」。13回目は三井製糖
株式会社です。同社はベルマーク運動初期の1962
（昭和37）年から協賛会社として協力していただい
ています。シュガービジネス統括本部シュガービジ
ネス推進部商品戦略課の山﨑賞子さん（課長）と平
手実香さんにお話を伺いました。
（聞き手・白井重和、和田直子、写真・朝日教之）

｢誰かの役に立ちたい｣

――長い間、看板商品のひとつであるスプーン印の
砂糖にベルマークをつけていただき、ありがとうご
ざいます。御社が協賛された経緯やベルマーク運動
との関わりについて教えて下さい。

三井製糖の前身となる大阪製糖が、ベルマーク運
動に共感してスプーン印の砂糖に「はと印」（はと
がベルを持っている当時のデザイン）をつけたとい
うのが当時の社内報に掲載されています。その後、

合併など様々な
変化がありまし
たが、「ベルマ
ークのお砂糖」
として広く認知
されていること
から継続してき
ました。

社員にとって
は、入社時から
ある当たり前の
存在かもしれま
せんが、会議な
どでマーク収集
の経験談が話題
になることもあ
り、日本人に根

付いた活動だと実感します。
もし弊社が協賛会社でなかった場合、多くの方た

ちに「スプーン印」を認知していただく活動として
他に何が出来たかと考えると、本当に難しいことだ
と思います。

――ベルマークをつけている効果を感じることはあ
りますか？

直接ベルマークの活動を見たいとの思いから、子
どもが小学１年生の時から２年間ベルマーク委員を
しました（山﨑さん）。他のお母様方から「スプー
ン印はベルマークだね」という声をよく聞き、切り
離せない存在になっていると実感します。他社と差
別化がしにくい砂糖で、そのように覚えていただけ
ることはかけがえのない財産です。

また、合併前には、同じスプーン印のパッケージ
でもベルマークの付いている商品と付いていない商
品があるという時期がありました。「スプーン印の
お砂糖を買ったのに、ベルマークがついていない」
というお問い合わせをよくいただき、当時から結び
ついたイメージとして頭に入れていただいているの
だと感じます。

お客様の声として「ベルマークを切る時に、砂糖
がじゃりじゃりする」「静電気でくっつくがどうす
れば？」などの声をいただきますが、実際に作業を
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▲宮城･亘理町立長瀞小学校

▲福島･浪江町立浪江中学校
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尾木直樹さん 茨城･日立市立坂本中

無自覚ないじめ深刻なの想像力広げてストーリー

あさのあつこさん 愛知･豊橋市立旭小

モニターに電子黒板のユニット（左側の白い部品）を付
け、図を自由に描いて、算数の授業もわかりやすく
モニターに電子黒板のユニット（左側の白い部品）を付
け、図を自由に描いて、算数の授業もわかりやすく

２
月

日
ま
で
応
募
受
け
付
け
中

おなじみ、ベルマーク付き代表商品

山﨑さん（左）と平手さん山﨑さん（左）と平手さん
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